
　住宅改修が必要な理由書
＜基本情報＞

資格 （作成者が介護支援専
門員でないとき）

確認日

氏名

＜総合的状況＞

改修前 改修後

●車いす □ □
●特殊寝台 □ □
●床ずれ防止用具 □ □
●体位変換器 □ □
●手すり □ □
●スロープ □ □
●歩行器 □ □
●歩行補助つえ □ □
●認知症老人徘徊感知機器 □ □
●移動用リフト □ □
●自動排泄処理装置 □ □
●腰掛便座 □ □
●特殊尿器 □ □
●入浴補助用具 □ □
●簡易浴槽 □ □
●その他

・ □ □

・ □ □

・ □ □

（Ｐ１）

申請中 所属事務所

   　　年　　月　　日

作
成
者

作成日

新規・区変

氏名

　　福祉用具の現状の利用状況と
　住宅改修後の想定

利
用
者

保
険
者

被保険者
記号

被保険者
氏名

住所

評
価
欄

性別生年月日

要支援

１　・　２

　　年　　月　　日

連絡先

住宅改修により、
利用者等は日常生
活をどう変えたいか

利用者の身体状況

□男　□女 現地確認日

介護状況

年齢

要介護認定
(該当に○）

要介護

　１　・　２　・　３　・　４　・　５



　住宅改修が必要な理由書
<Ｐ１の「総合的状況」を踏まえて、①改善をしようとしている生活動作②具体的な困難な状況③改修目的と改修の方針④改修項目を具体的に記入してください。＞

②　①の具体的な困難な状況（・・なの

で　・・で困っている）を記入してください
□ トイレまでの移動 □ できなかったことをできる □ 手すりの取り付け

□ トイレ出入口の出入 ようにする

　　（扉の開閉を含む） □ 転倒等の防止、安全の確保

□ 便器からの立ち座り（移乗を含む） □ 動作の容易性の確保

□ 衣服の着脱 □ 利用者の精神的負担や

□ 排泄時の姿勢保持 不安の軽減

□ 後始末 □ 介護者の負担の軽減

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ 浴室までの移動 □ できなかったことをできる

□ 衣服の着脱 ようにする

□ 浴室出入口の出入 □ 転倒等の防止、安全の確保

　　　　（扉の開閉を含む） □ 動作の容易性の確保 □ 段差の解消

□ 浴室内での移動（立ち座りを含む） □ 利用者の精神的負担や

□ 洗い場での姿勢保持 不安の軽減

　　　　（洗体・洗髪を含む） □ 介護者の負担の軽減

□ 浴槽の出入（立ち座りを含む） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ 浴槽内での姿勢保持

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ 出入口までの屋内移動 □ できなかったことをできる □ 引き戸等への扉の取替え

□ 上がりかまちの昇降 ようにする

□ 車いす等、装具の着脱 □ 転倒等の防止、安全の確保

□ 履物の着脱 □ 動作の容易性の確保

□ 出入口の出入 □ 利用者の精神的負担や

　　　　（扉の開閉を含む） 不安の軽減 □ 便器の取替え

□ 出入口から敷地外までの □ 介護者の負担の軽減

　　　　屋外移動 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ できなかったことをできる

ようにする □ 滑り防止等のための床材の変更

□ 転倒等の防止、安全の確保

□ 動作の容易性の確保

□ 利用者の精神的負担や

不安の軽減

□ 介護者の負担の軽減 □ その他

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

外
出

そ
の
他
の
活
動

排
泄

入
浴

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　(P２）

①改善をしようと ③改修目的・期待効果をチェックした上で、

している生活動作 改修の方針（・・することで　・・が改善できる）を記入してください

活
動

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

④改修項目（改修箇所）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）



　住宅改修が必要な理由書
＜基本情報＞

昭和

資格 （作成者が介護支援専
門員でないとき）

確認日

氏名

＜総合的状況＞

改修前 改修後

●車いす □ □
●特殊寝台 □ □
●床ずれ防止用具 □ □
●体位変換器 □ □
●手すり ☑ ☑
●スロープ □ □
●歩行器 □ □
●歩行補助つえ □ □
●認知症老人徘徊感知機器 □ □
●移動用リフト □ □
●自動排泄処理装置 □ □
●腰掛便座 □ □
●特殊尿器 □ □
●入浴補助用具 □ □
●簡易浴槽 □ □
●その他

・ □ □

・ □ □

・ □ □

（Ｐ１）

利
用
者

被保険者
記号

123456 年齢 〇〇 生年月日 　〇年　〇月　〇日 性別 □男　☑女

被保険者
氏名

犬山　花子
要介護認定
(該当に○）

申請中 要支援 要介護 所属事務所 株式会社◇◇◇◇建設

新規・区変 １　・　２ 　１　・　２　・　３　・　４　・　５ 住環境コーディネーター２級

作
成
者

現地確認日 令和〇年〇月〇日 作成日 令和〇年〇月〇日

住所 犬山市大字犬山字東畑３６番地
氏名 〇〇　○○

連絡先 ○○〇-○○○○-○○○○

介護状況

夫は施設入所中で子供はいない。調理・掃除・洗濯・買い物は姪の子の訪問時（週３～４回）やヘルパー（週１回）が行い、本人は新聞・郵便物をポストま
で取りに行くこととゴミ出しを行っている。夕飯は配食弁当、週１回デイサービスを利用中。

住宅改修により、
利用者等は日常生
活をどう変えたいか

玄関の上がり框は貸与の据え置き式の手すりを設置することで昇降動作の安定性を向上できたが、玄関アプローチの４段の階段、ゴミ出しや新聞を取り
に行くために通る居室から庭に出る掃き出し窓からの段差（38㎝）、庭から駐車場に降りる段差（52㎝）の昇降時に支持物がなく、ふらついて転倒・転落の
危険がある。
玄関アプローチに手すりを設置することで、昇降動作時の安定性が向上し、自宅への出入りの際に転倒を予防することができる。また、居室から庭に出る
掃き出し窓と庭から駐車場に降りる段差部分に手すりのついた踏み台を設置することで、段差を分割して昇降動作の負担を軽減し、手すりがつくことで転
倒を予防できる。　今後も転倒の不安なく、自宅での生活を続けていきたい。

保
険
者

   　　年　　月　　日 評
価
欄

利用者の身体状況

右目を失明しており、左目は眼鏡をかけて見える程度。また、右耳は聞こえず、左耳は補聴器を利用した上でかなり大きな声でないと聞こえない。日常生
活動作は概ね自立だが、96歳と高齢で徐々に足腰が弱ってきており、片目しか見えていないため、歩行時バランスが取りにくい。歩行状態についてはすり
足・前のめり気味で、外出時は杖を使用する。段差昇降動作は支持物がないと不安定で、転倒の危険性が高い状況である。

　　福祉用具の現状の利用状況と

　住宅改修後の想定

・病歴等を踏まえた上で、移動や立ち上がり、姿勢保持といった身体状況や屋内・屋外での移動方法（つたい歩き・すり足

歩行・歩行器使用・家族の車いす介助 等）、 【下肢筋力の低下】と記載の場合はその要因を記載してください。

・現在入院・入所中で、退院・退所後の生活環境を整えるために住宅改修を行う場合は、退院・退所見込み時期も記載して

ください。（※事前申請は可能ですが、事後申請は退院・退所後の提出をお願いします。）

・家族状況、主な介護者を含む家族の介護状況（誰がどんな支援をしているか）を具体的に記載してください。

・利用中の介護サービスがあれば記載してください。

・住宅改修をすることによって利用者や家族は介護状況、日常生活動作、社会参加等日常生活をどう変えたいと思っている

のか（特に何を希望しているのか）、どのような効果があるのかを記載してください。

・勝手口や掃き出し窓の出入り・2階への移動等で住宅改修を行う場合、日常生活の動線として当該場所を使用している旨

を記載してください。趣味のため等日常生活動作に係らない動線上の工事は対象外です。

作成者が高齢者あんしん相談センターの

職員・担当ケアマネージャー以外の場合

は資格を有することを証明できるもののコ

ピーを添付してください。



　住宅改修が必要な理由書
<Ｐ１の「総合的状況」を踏まえて、①改善をしようとしている生活動作②具体的な困難な状況③改修目的と改修の方針④改修項目を具体的に記入してください。＞

②　①の具体的な困難な状況（・・なの

で　・・で困っている）を記入してください
□ トイレまでの移動 □ できなかったことをできる ☑ 手すりの取り付け

□ トイレ出入口の出入 ようにする

　　（扉の開閉を含む） □ 転倒等の防止、安全の確保

□ 便器からの立ち座り（移乗を含む） □ 動作の容易性の確保

□ 衣服の着脱 □ 利用者の精神的負担や

□ 排泄時の姿勢保持 不安の軽減

□ 後始末 □ 介護者の負担の軽減

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ 浴室までの移動 □ できなかったことをできる

□ 衣服の着脱 ようにする

□ 浴室出入口の出入 □ 転倒等の防止、安全の確保

　　　　（扉の開閉を含む） □ 動作の容易性の確保 ☑ 段差の解消

□ 浴室内での移動（立ち座りを含む） □ 利用者の精神的負担や

□ 洗い場での姿勢保持 不安の軽減

　　　　（洗体・洗髪を含む） □ 介護者の負担の軽減

□ 浴槽の出入（立ち座りを含む） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ 浴槽内での姿勢保持

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ 出入口までの屋内移動 □ できなかったことをできる □ 引き戸等への扉の取替え

□ 上がりかまちの昇降 ようにする

□ 車いす等、装具の着脱 ☑ 転倒等の防止、安全の確保

□ 履物の着脱 ☑ 動作の容易性の確保

□ 出入口の出入 ☑ 利用者の精神的負担や

　　　　（扉の開閉を含む） 不安の軽減 □ 便器の取替え

☑ 出入口から敷地外までの □ 介護者の負担の軽減

　　　　屋外移動 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

☑ 庭周りの段差昇降 □ できなかったことをできる

ようにする □ 滑り防止等のための床材の変更

☑ 転倒等の防止、安全の確保

☑ 動作の容易性の確保

☑ 利用者の精神的負担や

不安の軽減

□ 介護者の負担の軽減 □ その他

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

外
出

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

そ
の
他
の
活
動

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

②ゴミ出しの際に庭から駐車場に出るが、52
㎝の段差があり、昇降時の支持物もないの
で、ふらついて転倒・転落の危険がある。

③ゴミ出しやポストに郵便物・新聞を取りに行
く際に居室から庭に出るが、段差が38㎝あ
り、昇降時に支持物もないので、転倒の危険
がある。

➀玄関アプローチに４段の段差があり、昇降
時に支持物がないので、ふらついて転倒の危
険がある。

①玄関アプローチの階段部分に手すりを取り
付けることで、昇降動作が安定し、身体負担
を軽減でき、転倒を防止することができる。

②③38㎝の段差には1段、52㎝の段差には2
段の手すり付きの踏み台を設置することで、
段差を分割して昇降動作の負担を軽減でき、
さらに身体への負担も軽減できる。

排
泄

（①玄関アプローチ　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

入
浴

（　　　　　　　　　　　　　）

（②庭から駐車場へ出る段差）

（③居室掃き出し窓から庭へ出る段差）

（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　(P２）

活
動

①改善をしようと ③改修目的・期待効果をチェックした上で、
④改修項目（改修箇所）

している生活動作 改修の方針（・・することで　・・が改善できる）を記入してください

①でチェックした生活動作について、具

体的に困っていること、問題点を記載し

て下さい。

生活のどの場面、どの動作が利用者

や介護者にとって大変なのか、動作の

流れに沿って見極めて記載してくださ

い。

困っていることや問題点を改善するた

めに、どのような改修を行うのか、その

方針を記載してください。

どんな改修工事をすることで、利用者

や介護者の動作がどうように改善でき

るのか、その効果についても記載して

ください。


